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●人口14,368人（先月比+57）男7,204人 女7,164人
●世帯数5,662世帯（先月比+66）●外国人登録者数813人
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謎
の
大
噴
火

１
１
０
８
年
、
浅
間
山
は
大
噴
火
を
起
こ
し
た
。
こ
の
噴
火
は

有
史
以
来
最
大
規
模
の
も
の
で
、
よ
く
知
ら
れ
た
天
明
三
年（
１

７
８
３
）の
噴
火
を
は
る
か
に
超
え
る
規
模
の
噴
火
で
あ
っ
た
。

今
年
か
ら
ち
ょ
う
ど
９
０
０
年
前
に
あ
た
る
こ
の
年
は
、
平
安

時
代
の
後
期
に
あ
た
る
頃
で
あ
っ
た
。
か
な
り
古
い
出
来
事
の
た

め
、
こ
の
噴
火
を
記
録
し
た
古
文
書
は
、
今
日
た
だ
ひ
と
つ『
中
ち
ゅ
う

右ゆ
う

記き

』に
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。『
中
右
記
』は
、
中な

か

御み

門か
ど

で
時
の

右
大
臣
藤
原
宗む
ね

忠さ
だ（
１
０
６
２
〜
１
１
４
１
）の
50
余
年
に
わ
た
る

日
記
で
、
当
時
の
政
治
・
社
会
情
勢
や
有ゆ
う

職そ
く

故こ

実じ
つ

、
人
物
批
評
な

ど
が
記
さ
れ
た
重
要
史
料
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
国
内
に
麻あ

さ

間ま

峯み
ね

と
い
う
高
山
が
あ
っ
て
、
治ち

り

暦か
く

年
間
よ
り
噴

煙
を
上
げ
た
が
、
そ
の
後
は
煙
も
少
し
に
な
っ
た
。
今
年（
天て
ん

仁に
ん

元
年
）旧
暦
七
月
二
十
一
日（
新
暦
の
九
月
五
日
）よ
り
猛
烈
な
噴

火
が
起
き
て
山
稜
が
焼
か
れ
、
そ
の
噴
煙
は
天
に
ま
で
達
し
、
砂さ

礫れ
き

は
国
に
満
ち
、
火
山
灰
は
地
に
積
も
っ
て
田
畑
は
全
滅
し
た
。

一
国
の
災
害
で
こ
れ
ほ
ど
の
も
の
は
未
だ
か
つ
て
な
く
、
稀
に
み

る
怪
奇
現
象
と
し
て
記
し
て
お
く
」

そ
の
噴
火
が
、
一
国
が
滅
び
る
ほ
ど
の
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

1108年の噴火を日記に記した藤原宗忠　（宮内庁写真提供）

『中右記』天仁噴火の記載部分
（宮内庁写真提供）■8月31日（日）までお見のがしなく！　■浅間縄文ミュージアム企画展示室

企画展 “浅間山 謎の大噴火”
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